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四
月
十
一
日
は
京
都
府
知
事
選
挙
の
投
票
日
で
す
。
有
権
者
の
み
な
さ
ん
は
、

も
フ
意
中
の
人
や
決
め
ら
れ
ま
し
た
か
。
知
事
選
挙
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
深
い

か
か
わ
り
を
も
つ
大
切
で
身
近
な
も
の
で
す
。
候
補
者
の
政
見
や
人
が
ら
を
よ
く

考
え
。
一
人
の
棄
権
も
な
く
、
あ
な
た
の
一
票
を
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

棄
権
は
や
め
ま
し
ょ
う

も
れ
な
く
投
票
所
へ

マ
投
票
時
間
を
紛
失
し
た
り
、
忘
れ
た
場
〈
‥
で

鴛
碍
間
は
、
午
前
じ
時
か
ら
も
投
票
が
で
亨
手
。
投
票
所
係

午
唯
（
時
ま
で
。
た
だ
し
、
第
1
7
、
目
に
、
そ
の
旨
を
申
し
出
て
い
た

1
8
投
票
所
は
午
殴
五
時
ま
で
と
な
だ
き
、
県
理
外
の
再
発
行
を
受
け

っ
て
い
ま
す
。
て
ぐ
だ
さ
い
。

マ
投
票
整
理
券
ワ
投
票
に
つ
い
て

付
権
占
の
み
な
さ
ん
に
投
票
整
投
票
刷
紙
に
は
、
投
心
附
内
に

理
券
戸
郵
送
し
ま
す
。
整
理
券
に
掲
示
し
て
い
る
候
補
者
氏
名
を
正

は
、
衣
に
投
票
所
払
か
印
刷
し
て
確
に
書
い
て
ぐ
だ
さ
い
。

い
ま
す
。
お
間
違
い
の
な
い
よ
う
マ
世
票
所
の
変
更

に
、
該
当
の
投
票
所
へ
お
出
か
け
第
6
区
諮
渚
が
、
白
川
公
民

く
だ
さ
い
。
な
お
、
投
票
整
理
券
分
館
か
ら
百
川
集
会
所
（
白
山
神

社
前
）
に
変
児
。
第
9
区
投
票
所

が
北
宇
治
中
学
校
か
ら
小
倉
公
民

館
（
巨
椋
神
社
東
側
）
に
変
更
し

ま
す
。
な
お
、
小
倉
公
民
館
へ
は
、

車
で
の
ご
来
所
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。ま

た
、
投
票
所
の
施
設
名
が
変

更
さ
れ
る
の
は
、
ぶ
1
区
投
票
所

ａ
川
東
公
民
分
館
が
川
東
男
会
所

に
、
第
5
区
投
票
所
―
‥
神
明
公
民

分
館
が
城
南
荘
集
会
所
に
と
そ
れ

ぞ
れ
名
称
が
変
わ
り
ま
す
。
な
お
、

場
所
は
以
前
と
同
じ
で
す
。

マ
選
挙
公
報

選
挙
公
報
は
、
四
‥
‥
一
じ
‐
巾
の

朝
‥
‥
‥
、
ほ
目
、
読
売
、
サ
ン
ヶ
イ
、

日
木
経
済
、
京
都
の
Ｘ
‥
新
闘
朝
刊

に
折
り
込
ん
で
お
届
け
し
ま
す
。

ま
た
、
新
聞
を
購
読
さ
れ
て
い
な

い
世
帯
に
は
直
接
郵
送
し
し
ま
す
。

な
お
、
選
挙
公
報
が
川
か
な
か

っ
た
災
‥
は
、
‐
記
の
と
こ
ろ
に

〔
六
地
蔵
・
木
幡
〕
六
地
蔵
公

へ
飛
・
北
木
幡
災
会
所
・
図
蔵

山
男
帛
・
岩
田
－
Ｉ
Ｓ
（
御
園

2
0
）
・
木
幡
公
民
館
・
木
幡
保

口災
会
所

〔
瓦
ヶ
雌
〕
盾
安
Ｑ
（
芝
ノ

厦
3
9
）
・
大
和
田
公
会
堂
・
西

岡
哨
会
館
・
黄
璧
公
咽
事
務
所
・

山
崎
幸
一
さ
ん
宅
（
福
角
2
6
）

〔
茶
姐
・
明
星
町
〕
一
兎
道
公
民

分
館
・
’
”
｛
■
ｆ
ｉ
’
ｌ
薬
Ｑ
（
丸
山
3
7
）

・
明
川
則
会
所

〔
志
ぶ
川
・
｛
巌
｝
″
撰
会
館

・
忠
品
陥
易
郵
便
局

〔
宇
治
〕
川
康
男
屏
・
宇
治

〔
神
明
〕
域
南
荘
集
会
所
・
各

人
憩
い
の
家

〔
横
島
町
〕
核
心
公
民
分
館
・

両
目
川
公
民
分
館
・
西
目
川
公

選
挙
公
報
の
あ
る
場
所

巾
民
会
館
・
観
光
案
内
所
・
ｆ
ｆ
ｌ

法
隣
保
館
・
山
分
庁
舎
・
巾
役

所
受
付
・
若
宮
渠
会
所
・
新
半

白
渠
会
所

〔
白
川
〕
白
川
笑
研

民
分
館
・
紫
ヶ
丘
公
民
分
館
・

三
軒
家
公
に
分
館

〔
小
八
町
〕
小
介
公
民
館
・
う

さ
ぎ
堂
（
心
‥
浦
8
8
）
・
内
山
集

〈
溶
・
豆
吊
災
八
研
・
西
小

介
災
会
所

〔
伊
勢
田
町
〕
西
小
貪
保
育
所

・
砂
田
災
会
所
・
伊
勢
田
公
民

分
館
・
西
宇
治
消
防
分
署
・
名

木
集
会
所

〔
川
町
・
南
陵
町
〕
間
公
民
分

館
・
南
陵
集
会
所

〔
広
野
町
〕
広
野
公
民
分
館
・

広
野
集
会
所
・
緑
ヶ
原
場
会
所

〔
大
久
保
町
〕
内
大
久
保
災
会

所
・
大
久
保
幼
稚
園
・
同
胞
保

斌

41

あ
り
ま
す
の
で
、
自
由
に
お
収
り

く
だ
さ
る
か
、
選
挙
膏
理
委
輿
公

へ
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
お
送
り

し
ま
す
。
（
選
挙
膏
摺
汽
Ｅ
）

一
部
門
に
位
置
付
け
ら
元
て
い
ま

す
。
市
で
は
、
現
火
葬
場
の
老
朽

化
と
敷
地
の
狭
さ
な
芦
か
ら
、
移

転
・
新
築
す
る
こ
と
を
行
政
方
針

と
し
て
き
ま
し
た
。

用
地
決
定
に
あ
た
っ
て
は
、
精

神
的
な
や
す
ら
ぎ
と
緑
の
自
然
環

境
が
近
代
的
施
設
と
調
和
す
る
景

観
が
旧
や
す
い
地
域
を
坊
本
と
し
、

必
が
な
敷
地
㈲
積
の
確
保
と
、
斎

劣
建
設
が
緊
急
の
行
政
課
題
で
あ

り
財
政
的
に
も
民
‐
地
を
求
め
る

こ
と
が
困
難
な
状
況
か
ら
巾
行
地

の
公
井
戸
と
し
た
も
の
で
す
。

公
害
防
止
へ
万
全
策

施
設
の
構
想
で
は
、
斎
場
施
設

か
学
治
金
井
戸
七
番
地
の
二
・
三

の
敷
地
面
積
約
一
万
平
方
む
に
建

設
。
火
葬
棟
（
平
民
部
二
階
建
）

約
九
百
平
方
以
待
合
棟
（
平
屋

建
）
約
五
百
五
十
平
方
じ
、
葬
祭

場
（
平
屋
建
）
約
百
五
十
平
方
μ
、

そ
の
他
約
四
百
平
方
む
の
規
模
と

な
っ
て
い
ま
す
。

ド
な
設
備
で
は
、
火
葬
炉
と
し

て
、
普
通
炉
四
括
、
特
大
炉
一
括
、

死
産
児
炉
。
坊
、
勁
物
炉
一
基
を

段
置
。
更
に
、
普
通
炉
三
隅
の
増

設
ス
ペ
ー
ス
も
確
保
し
て
い
き
ま

す
。
火
鉾
炉
は
ｍ
式
で
、
燃
料

に
は
白
灯
油
を
図
…
…
。
公
害
対
策

で
は
、
再
燃
焼
装
置
を
各
火
葬
炉

に
付
設
し
万
全
の
対
策
を
行
い
ま

す
。
総
事
業
費
は
七
億
円
。

5
9
年
完
成
め
ざ
し
て

巾
で
は
、
・
現
火
葬
場
を
今
・
Ｕ
－
五

月
に
移
転
約
束
を
し
て
い
ま
す
地

元
町
内
会
な
ど
の
み
な
さ
ん
に
、

期
問
延
長
の
ご
用
解
、
ご
協
力
を

解
る
一
方
、
新
斎
場
の
地
元
説
明

会
を
開
き
、
住
民
の
み
な
さ
ん
の

ご
理
解
か
肘
た
い
と
か
凡
て
い
ま

す
。新

斎
場
建
設
に
あ
た
っ
て
、
宇

ぬ
金
井
戸
に
は
各
種
の
現
制
か
お

り
、
手
続
に
要
す
る
嘩
術
期
問
が

必
が
で
す
。
今
秋
ご
ろ
造
収
に
か

か
り
、
昭
和
瓦
4
九
年
三
月
完
収
、

四
月
か
ら
使
川
開
始
か
予
定
し
て

い
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

運
営
審
議
会
委
員
決
ま
る

宇
治
市
小
倉
公
民
館

公
民
館
は
、
地
域
の
み
な
‘
｛
ん
の
災
緩
育
の
現
と
し
て
、
ま
た
学
習
や
災
会
な
ど
の
現
に
利
川
し
て
い
た
だ
ぐ
施
設
で
す
。
こ
の
ほ
ど
、
公
民
朗
活
勁
の
迎
営
や
溥
種
ぷ
業
の
へ
ｍ
回
な
ど
に
つ
い
て
話
し
〈
‥
つ
て
い
た
だ
く
、
小
八
公
民
館
迎
営
審
議
会
の
Ｍ
Ｉ
に
次
の
丘
人
の
み
な
さ
ん
が
決
ま
り
ま
し
た
。
〈
敬
称
賂
〉
○
山
原
光
雄
（
召
1
5
0
0
（
北
宇
治
中
学
校
）
木
ド
ぷ
次
（
2
1
）
2
2
1
0
六
反
田
瞳
（
2
3
）
6
0
3
5
三
木
暢
子
（
2
1
）
2
7
3
8
小
山
一
雄
（
2
1
忿
4
7
7

斎
場
は
金
井
戸
に
建
設

近
代
的
施
設
と
周
囲
環
境
が
調
和

巾
で
は
、
こ
の
ほ
ど
斎
場
建
設

地
か
学
治
〈
弁
戸
に
決
め
、
さ
る

三
川
六
日
市
誠
公
巾
民
ぶ
抑
Ｉ
任

か
日
余
に
報
告
し
ま
し
た
。
斎
場

建
設
に
つ
い
て
は
、
昨
年
ト
こ
月

ト
．
．
日
に
宇
冶
巾
斎
場
問
題
根
談

合
か
ら
受
け
て
い
た
提
言
の
Ｅ
旨

冷
ロ

て
き
た
も
の
で
す
。

斎
場
の
施
設
猿
面
や
運
営
は
、

自
治
体
固
有
の
義
務
的
施
設
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
行
政
の
重
要
な

子
ど
も
と
老
人
を
守
ろ
う

ト
横
断
歩
道
の
渡
り
方
を
練
習
す
る
一
年
生

（
昨
年
春
の
平
盛
小
学
校
交
通
教
室
）

新入学期を迎えて、春の交通安全運動が4月6日からｉｏｎ間、

全国一斉に展開されます。安全運転を心がけ、とくに幼児や小学

生、老人など弱い立場の人を交通事故から守りましょう。

四
川
に
八
つ
で
、
戸
外
で
遊
ぶ

子
ど
も
た
ち
や
、
初
め
て
通
喇
、

通
学
す
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
が
は
Ｉ

ら
れ
ま
す
。

こ
の
時
間
に
、
Ｊ
瞬
に
し
て
わ

が
子
を
奪
い
去
っ
て
し
ま
う
恐
ろ

し
い
交
通
が
故
か
ら
、
幼
児
を
ヅ

る
に
は
、
視
が
交
通
安
＼
”
”
に
つ
い

て
正
し
く
理
解
し
、
‐
常
の
遊
び

や
対
話
の
中
で
、
交
通
の
決
ま
り

や
げ
句
の
仕
方
か
ま
く
敦
え
、
Ｊ

慣
化
ず
る
こ
と
が
必
が
で
す
。

歩
行
者
も

ル
ー
ル
を
守
っ
て

交
通
刺
故
か
訪
ぐ
た
め
、
次
の

こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
あ
な
た
が
歩
0
者
の
ン
に
5
、
申

と
同
に
工
う
に
交
通
ル
ー
ル
か
寺

ら
な
け
れ
ば
危
険
で
す
。

・
あ
な
た
が
自
転
嘔
に
発
る
と
き
、

自
転
唄
も
帷
ｐ
－
両
と
し
て
道
奨
｛

通
法
の
適
川
か
受
け
る
こ
と
を
記

識
し
な
お
し
ま
し
ょ
う
。

・
あ
な
た
が
バ
イ
ク
に
粟
っ
た
と

き
、
必
ず
ヘ
ル
メ
ノ

ま
し
ょ
う
。

・
自
動
巾
を
運
転
す
る
と
き
、
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
を
沿
装
し
ま
し
ょ
う
。

春の交通安全運動

4月6日～15日

俘
の
交
通
安
全
迎
転
で
は
、
次

の
三
つ
か
吊
点
に
し
ま
χ

①
歩
行
者
と
ぐ
に
ど
人
と
子
μ
石

の
交
通
Ｉ
故
防
止

②
自
転
眼
お
よ
び
バ
イ
ク
の
交
通

刺
故
防
止

③
安
全
迎
転
の
確
ぽ
、
と
く
に
無

謀
迎
転
の
防
止

期
川
申
、
巾
と
宇
治
巾
交
通
安

令
対
策
旧
徳
苔
中
心
に
街
頭
啓

妬
な
ど
を
客

マ
市
内
パ
レ
ー
ド

四
川
四
］
（
日
）
の
午
吸
三
時

か
ら
四
時
半
ま
で
、
巾
役
所
か
ら

宇
治
儒
西
ぷ
の
門
宇
治
中
学
校

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
、
リ
ト
ミ
ッ
ク
少

申
回
、
南
陵
町
子
供
《
、
咎
人
セ

ー
フ
テ
ィ
ク
ラ
ブ
ロ
が
参
加
。

マ

交
通
事
故
相
談

〈
京
ｊ
ｓ
ｇ
：
交
辿
溺
故
相
談
所
巡

回
相
談
〉
四
月
じ
日
（
水
）
と
二

に
ロ
（
水
）
、
午
前
几
時
か
ら

午
後
四
時
ま
で
、
宇
治
地
方
振
興

局
で
。

〈
宇
冶
巾
交
通
剌
故
柑
談
〉
四

月
ト
日
（
土
）
。
午
後
」
時
半
か

ら
四
時
ま
で
、
宇
治
巾
民
会
館
で
。

費
川
は
い
ず
れ
も
無
料
で
す
。

投票日は4月11日　京都府知事選挙

あ
な
た
の
1
票
が
あ
す
の
府
政
を
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慶
長
五
年
（
こ
ハ
○
○
）
。

。
天
下
分
け
目
”
と
い
わ
れ
る

関
ケ
原
の
戦
い
に
勝
利
し
た
徳

川
家
康
は
、
三
年
後
に
は
、
征

夷
大
将
軍
に
任
ぜ
り
れ
、
ａ
Ｐ

に
幕
府
を
間
い
た
。
と
は
い
っ

て
も
、
当
時
の
社
会
情
勢
は
、

ま
だ
ま
だ
不
安
定
な
も
の
で
、

ま
だ
豊
臣
方
に
組
す
車
公
‥
や

武
1
り
の
幕
府
に
対
す
る
反
抗

牽
ヤ
分
に
払
拭
し
き
れ
て
は
お

ら
す
、
こ
の
た
め
、
幕
府
は
、

大
ｚ
‥
に
対
す
る
統
制
零
台
強

化
し
て
い
く
必
要
が
あ
っ
た
。

そ
の
政
策
が
、
武
家
諸
法
度
の

制
定
・
大
気
‥
の
知
行
地
の
配
置

替
え
・
参
勤
交
代
の
実
施
・
大

名
へ
の
過
重
な
夫
役
の
負
担
な

ど
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
諦
政
策

に
よ
っ
て
、
幕
府
に
忠
心
か
醤

わ
せ
る
と
と
も
に
、
大
″
一
‥
の
も

つ
経
済
力
夕
減
少
さ
せ
て
い
っ

た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
之
続

制
は
大
名
・
武
士
だ
け
に
行

っ
だ
の
で
は
な
い
。
全
人
口
の

九
割
を
占
め
る
健
民
に
対
し
て

も
。
生
か
さ
ぬ
よ
う
、
殺
さ
ぬ

ぶ
ア
の
農
政
方
針
で
、
生
活

の
す
み
ず
み
に
ゼ
る
ま
で
干
渉

で
き
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
宇
治
は
、
中
世
ま
で

は
、
奈
良
街
道
と
7
治
川
と
を

結
ぶ
、
水
陸
の
結
節
点
に
位
置

し
、
要
衝
の
地
と
し
て
繁
栄
し

て
き
た
が
、
豊
臣
秀
吉
が
伏
見

に
城
下
町
を
建
設
す
る
に
あ
た

り
、
交
通
を
惚
見
に
集
巾
さ
せ

る
た
め
、
宇
治
・
向
島
問
に
槙

島
堤
を
、
ま
た
巨
椋
池
中
に
小

と
し
て
に
か
機
能
を
果
た
さ
な

く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
交
通
の
要
衝
の

地
か
ら
は
ず
さ
れ
た
宇
治
に
と

っ
て
、
令
で
不
利
な
条
件
で
新

し
い
時
代
夕
迎
え
た
の
で
あ
る

が
、
中
世
以
来
発
達
し
て
き
た

茶
が
、
幕
府
か
ら
厚
い
保
護
を

う
け
た
。
宇
治
郷
代
官
が
設
置

さ
れ
た
の
も
、
茶
園
支
配
が
起

徳
川
幕
府
と
宇
治

し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
他
、
キ

リ
ス
ト
教
を
禁
教
し
、
鎖
国
を

行
う
な
ど
の
政
策
を
進
め
る

一
方
で
、
幕
府
と
し
て
の
体
制

金
脈
Ｕ
て
い
く
の
で
あ
る
が
、

ト
じ
世
紀
中
頃
に
は
、
行
政
的

に
も
経
済
的
に
も
確
立
し
、
徳

川
政
権
が
二
回
ハ
ト
年
余
夕
羅

持
す
る
た
め
の
強
固
な
基
盤
が

倉
・
向
島
間
に
小
倉
堤
を
築
堤

し
、
向
島
・
伏
見
の
宇
治
川
に
、

豊
後
僑
を
架
設
し
、
代
っ
て
宇

治
僑
を
撤
去
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
奈
良
・
京
都
川
は
、

寺
田
・
小
倉
・
伏
見
を
紹
ぶ
大

和
街
道
が
、
吏
継
も
坏
盾

が
中
心
と
な
り
、
宇
治
津
や
岡

屋
津
は
、
単
な
る
川
港
の
一
つ

因
し
て
い
る
だ
ろ
う
し
、
茶
師

仲
ヶ
川
が
設
け
ら
れ
、
ま
た
江

戸
・
宇
治
を
結
ぶ
苛
皿
道
中
の

往
来
な
べ
幕
府
の
宇
治
に
対

す
る
特
別
な
処
置
は
、
数
え
れ

ば
際
限
が
な
い
。
こ
れ
に
応
じ

て
、
宇
治
は
、
中
世
ま
で
と
は

ち
が
っ
た
、
茶
産
業
を
中
心
と

し
た
、
新
し
い
街
づ
く
り
の
建

－ － － － － － －

設
を
進
め
る
の
で
あ
り
、
新
し

い
営
み
が
始
ま
っ
て
い
く
の
で

あ
る
。

「
宇
治
市
史
」
全
六
巻領
布
中

昨
春
に
笙
ハ
巻
を
司
行
し
て

全
巻
の
完
栖
を
み
た
「
宇
治
市

史
」
は
、
歴
史
資
料
宰
煮
順
布

し
て
い
ま
ず
。
各
巻
四
珊
円
。

巻
に
よ
っ
て
は
残
部
が
僅
少
で

す
の
で
、
令
邪
購
入
を
希
望
さ

れ
る
人
は
、
早
い
目
に
歴
史
資

料
室
ま
で
お
申
し
込
み
ぐ
だ
さ

い
。
（
歴
史
資
料
苦

近
世
初
期
の
宇
治
の
町

水
道
加
入
金

4
月
か
ら
改
正

巾
で
は
、
水
道
の
給
水
装
置
の

新
設
ま
た
は
改
造
名
汀
う
と
き
水

道
加
入
妾
高
原
し
て
い
未
了
が
、

こ
の
加
入
金
を
四
月
一
日
か
ら
引

き
ト
ぼ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
水
心
施
設
の
拡
張
費

用
は
新
た
に
、
給
水
夕
受
け
よ
う

な
ふ
市
民
の
た
め
に
必
要
に
な

る
こ
と
な
芦
示
ら
、
新
県
四
要
者

負
担
の
公
平
の
原
則
に
よ
り
引
き

上
げ
か
ず
る
も
の
で
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

〈
新
し
い
加
入
金
表
〉

犬 13ｍ 20ｍ 25叩 40ｍ 50ｎｉ．75叩

加入

金額

新設
円65，000円
100，（ＸＸ〕

円
210，00（〕

円
65｛〕，00）

円

1，100，000

円

3，000．000

改造 新口径と旧口径による加入金の差額とする

（
水
道
部
）

（100ｍ以上のものについては、流量比等を勘算して管理者か別に定める）

お
、
宇
治
神
社
付
近
で
は
、

宇
治
川
ま
っ
り
が
‐
日
午
後

二
時
か
ら
行
わ
れ
ま
す
。

と
心
、
香
煎
、
抹
茶
ま
た
は

煎
茶
、
炭
山
砲

付
）
は
一
人
1
円
。
観
光

協
会
で
前
売
券
発
売
中
。

な
お
、
催
し
物
の
一
部
が

有
料
の
も
の
も
あ
り
ま
す
。

Ｖ
雨
天
の
場
〈
‥
＝
ト
日
山
は

宇
治
川
ま
っ
り
の
み
。
部

変
更
し
て
実
施
。
他
は
中

止
。
ト
ぶ
岫
は
野
点
席

の
み
順
延
。
他
は
中
止
。

（
心
‥
エ
観
光
課
）

「・

あなたも学びませんか
宇治鳳凰大学・高齢者教室の学生を募集

高
齢
者
の
豊
か
な
人
生
経
験
の
う
え
に
、
新
し

い
知
識
を
身
に
つ
け
て
い
た
だ
こ
う
と
、
今
年
も

鳳
凰
大
学
と
高
齢
者
教
室
が
開
か
れ
ま
す
。

あ
な
た
も
ぜ
ひ
ご
入
学
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

宇
治
鳳
凰
大
学

こ
の
大
学
は
、
四
ヵ
年
で
四
コ
ー
ス
を
終
了
し

て
卒
業
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象
…
満
六
十
五
歳
以
上
の
宇
治
市
民

▼
開
設
期
間
・
：
五
月
か
ら
翌
年
三
月
ま
で
。
全
十

三
回
。

▼
開
設
時
間
…
午
前
九
時
半
か
ら
正
午
ま
で
。

▼
会
場
…
宇
治
市
公
民
館
（
宇
治
市
民
会
館
）

▼
募
集
コ
ー
ス
と
定
員

①
文
学
歴
史
コ
ー
ス
…
五
十
人

②
健
康
管
理
コ
ー
ス
…
二
十
人

③
政
治
経
済
コ
ー
ス
…
三
十
人

④
社
会
福
祉
コ
ー
ス
…
三
十
人

こ
の
ほ
か
、
社
会
見
学
や
自
主
参
加
の
ク
ラ
ブ

活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
申
込
み
…
入
学
希
望
者
は
、
は
が
き
に
住
所
。

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
志
望
コ
ー
ス
を
書

い
て
、
四
月
十
日
ま
で
に
宇
治
市
公
民
館
鳳
凰

大
学
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

定
員
に
達
し
ま
し
た
ら
締
め
切
り
ま
す
。
開
講

日
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

高
齢
者
教
室

こ
の
教
室
は
そ
れ
ぞ
れ
Ｉ
ヵ
年
で
終
了
し
ま
す

が
、
毎
年
入
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
対
象
・
：
六
十
五
歳
以
上
の
宇
治
市
民

▼
開
設
期
間
…
五
月
か
ら
十
一
月
ま
で
の
九
時
半

か
ら
正
午
ま
で
。
全
十
二
回
。

▼
会
場
と
開
講
日
・
：
小
介
公
民
館
（
五
月
十
日
凹
）
、

木
幡
公
民
館
（
五
月
十
一
日
肉
）

▼
受
講
料
・
：
無
料

57人が4年間の学習を終えた

第二回卒業式（3月¶7日）

▼
学
習
内
容
…
健
康

管
理
、
文
学
歴
史
。

政
治
経
済
、
社
会

福
祉
な
ど
学
習
。

▼
申
込
み
・
：
は
が
き

に
出
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
け

を
書
い
て
、
四
月

十
日
ま
で
に
希
望

す
る
公
民
館
ま
で
。

42

保
育
所
保
育
料
が
改
定

市
で
は
、
今
日
ま
で
市
民
の
保

育
姿
望
に
応
え
、
保
育
所
の
新
設

や
増
設
に
収
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
保
育
内
容
も
国
の
保
育

制
ぽ
を
超
え
て
挺
時
川
保
育
、
産

休
明
け
保
育
、
障
害
児
保
育
な
ど

の
独
自
施
策
を
実
施
し
て
き
書
し

た
。
こ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
施
策

の
実
施
に
伴
う
保
’
目
所
の
迎
営
経

費
は
年
々
増
加
し
て
き
て
い
ま
す
。

保
育
所
は
国
、
府
、
巾
の
経
費

と
保
百
料
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
国
の
保
ｃ
料
徴
収
坊
準

額
は
証
印
改
定
さ
れ
て
量
亡
だ
。

レ
か
し
、
市
で
は
保
護
占
の
生

活
忿
守
る
と
い
う
立
場
か
ら
、
昭

和
丘
上
二
乍
一
月
に
改
定
し
て
以

来
、
今
日
ま
で
据
恚
殴
く
努
力
を

し
て
去
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
昭

和
五
ト
六
年
度
の
保
育
料
の
巾
負

担
（
国
と
市
の
堡
‐
料
の
差
）
と

4
月
か
ら
適
用
に

保
護
者
負
担
の
割
合
は
、
市
が
約

四
六
賤
保
護
者
が
約
五
四
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ま
ま
で
は
、
市
の
負
担
は

さ
ら
に
増
大
し
、
今
の
保
育
水
準

聚
祗
持
し
て
い
く
こ
と
は
む
つ
か

し
ぐ
、
今
回
、
や
む
な
ぐ
保
育
料

の
改
定
奎
汀
い
ま
し
た
。

今
回
の
改
定
で
は
、
所
解
に
心

じ
た
負
担
を
し
て
い
た
だ
ぐ
こ
と

と
し
、
さ
ら
に
Ａ
階
層
か
ら
Ｄ
ｉ
ｇ

保育料の徴収基準額表

犬～～さ
階屑｀‾～～ｊここ

3，ａ未満児 3歳以上児

国の基準改．訂 国の基準改訂

Ａ 保護世帯 0 0 0 0

Ｂ 市民税非課税世帯 0 0 0 0

Ｃｌ 市民税均等割 6，450 2，500 4，400 2，000

Ｃ2 市ｍ税所得割5，000円未満 7，050 4，000 5，000 2，500

Ｃ3 5，000ＦＪ以上8，050 4，500 6，000 4，000

Ｄｌ 所ｍａ．3，ｏｏｏ円未尚 8，800 6，500 6，750 5，000

Ｄ2 3，000～15，000 10，350 8，000 8，300 6，000

Ｄ3 15，000～30，000 12，400 10，00010，350 7，000

Ｄ4 30，000～60，000 16，750 12，000147700， 8，500

Ｄ5 60，000－90，000 22，100 14，000
16．460Ｓ

20，050
10，000

Ｄ6 90，000～120，000 27，800 18，500
16，460Ｓ

25，750
12，000

Ｄ7 120，000～150，000 35，200 23，500
16，460Ｓ

30，530
14，030

Ｄ8 150，000－180，000 39，950 29，00016，460Ｓ

30．530
15，500

Ｄ．9 180，000～210，000 43，900 31，500
16，460Ｓ

30，530
16，500

ＤＩＯ 210，000～240，000
45．440Ｓ

47，650
33，500

16，530Ｓ

30530
17，500

Ｄｌｌ 240，000～270，000
45，440Ｓ

49，950
35，500

16．460Ｓ

30，530

18，500

Ｄ12 270，000円以上
45，440Ｓ

56，150

37，500 16，460Ｓ

30．530
19，500

※国の基準は56年度分です。

ｌｆ 詞
の
七
〈
段
階
で
運
用
七
き
た

階
層
区
分
倣
今
回
よ
臼
聊
階
層

（
所
得
税
額
ニ
ト
じ
万
円
以
占

か
設
け
、
1
七
階
層
と
し
書
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
堡
・
目
料
は
平
均
二

八
％
の
引
零
ふ
に
と
な
り
、
一
番

高
い
階
層
び
の
保
育
料
が
三
歳
未

満
児
で
は
月
額
二
万
じ
Ｐ
円
か
ら

三
万
七
1
五
白
円
に
、
ま
た
、
三

歳
以
上
児
で
は
一
万
五
千
円
か
ら

一
万
九
1
五
白
円
と
な
り
ホ
チ
。

し
一
か
し
、
第
二
子
以
降
の
保
育

料
は
二
分
の
一
の
減
額
か
そ
の
ま

ま
適
川
す
る
こ
と
と
し
、
保
護
者

負
担
の
軽
減
を
図
っ
て
い
ま
す
。
（
保
育
課
）

桜の花のほころびに合わせて、宇治川さく

らまつりが4月10・卜日（いずれも午前10時

～午後4時）の2日間宇治公園一帯で開催さ

れます。ご家族おそろいでお越しください。

〈
催
し
物
〉

ワ
ち
び
っ
子
遊
び
の
広
場
・
・
・

ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
運
転
、
バ
ゴ
ア

リ
ー
ガ
ー
、
ジ
ャ
ン
ボ
ぬ

い
ぐ
る
み

マ
炭
山
陶
器
ま
つ
り
・
＝
陶
芸

教
室
、
陶
器
山
、
作
陶
展

示
コ
ー
ナ
ー

マ
野
点
席
・
・
・
抹
茶
、
前
一
茶
、

香
煎
、
点
心

マ
宇
治
川
先
陣
争
い
＝
・
た
ら

い
寵
四
争

▽
そ
の
他
・
：
利
き
酒
大
会
、

カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
模
擬
店
、

値
木
山
、
郷
土
物
頑
展
示
、

即
売
コ
ー
ナ
ー
な
ど
。
な

さくらまつり　4月10・11日　宇

治公園一帯

宇
洽
市
史
の
窓

Ｏ宇治市公民館…宇治里尻71の

9（ｅ＠2804）

○宇治市木幡公民館…木幡内畑

34の7（ａ⑩8290）

○宇治市小倉公民館…小倉町寺

内91（豊⑩4687）
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（3）

融
資
限
度
を

3
0
0
万
円
に

勤
労
者
住
宅
資
金
融
資
制
度

市
で
は
、
勤
労
者
の
住
生
活
を

向
上
さ
せ
る
た
め
、
京
都
労
働
金

庫
と
協
力
し
勤
労
者
住
宅
資
金
融

資
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
建
築

資
材
、
分
譲
住
宅
が
値
上
が
り
を

続
け
る
中
、
ぎ
ょ
う
四
月
一
日
か

ら
貸
付
限
度
を
三
百
万
円
に
引
き

上
げ
、
年
収
に
よ
る
制
限
を
緩
和

し
ま
し
た
。

融
資
を
受
け
ら
れ
る
人
は
、
自

ら
居
住
す
る
住
宅
の
新
築
、
｀
購
入

（
建
売
や
既
設
住
宅
）
、
増
・
改

築
、
修
繕
の
場
合
で
、
①
市
内
に

引
き
総
三
年
以
上
居
住
し
、
今

後
も
市
内
に
居
住
す
る
人
。
②
現

¨゜゜゜゜¨’1

・ － ・ ・ ・ － ■ ■ － －

在
の
勤
務
先
に
一
年
以
上
勤
め
て

い
る
給
与
所
得
者
。
③
年
収
六
百

五
十
万
円
以
下
、
ま
た
配
偶
者
に

収
入
が
あ
る
場
合
は
合
算
し
て
八

百
五
十
万
円
以
下
の
人
。
④
市
税

を
完
納
し
て
い
る
人
。
⑤
京
都
労

曼
Ⅲ
の
会
員
で
あ
る
こ
と
（
会

員
で
な
い
人
は
出
資
金
が
必
要
）
。

融
資
額
は
新
築
、
購
入
の
場
合
、

三
十
万
円
か
ら
三
百
万
円
。

増
・
改
築
、
修
繕
の
場
合
、
三
十

万
円
か
ら
百
五
十
万
円
。
な
お
、

融
資
額
が
百
五
十
万
円
を
超
え
る

場
合
は
抵
当
権
設
定
が
条
件
と
な

り
ま
す
。

利
率
は
、
年
六
・
四
八
Ｕ
。
返

済
期
間
は
最
長
で
約
十
五
年
と
な

っ
て
い
ま
す
。
（
交
通
労
政
課
）

運
転
資
金
な
ど

4
0
0
万
円
ま
で

市
で
は
、
市
内
の
中
小
企
業
者

に
必
要
な
資
金
の
融
資
夕
仔
っ
て

い
ま
す
が
、
き
ょ
う
四
月
一
日
か

ら
融
資
す
る
限
度
額
を
引
張
王
げ

ま
ず
。
運
転
資
金
が
二
百
万
円
か

ら
四
百
万
円
に
、
設
備
資
金
が
三

百
万
円
か
ら
四
百
万
円
に
な
り
ま

し
た
。こ

の
中
小
企
業
低
利
融
資
制
度

は
、
市
内
に
引
き
続
座
ハ
カ
月
以

上
住
所
が
あ
り
企
業
を
営
ん
で
い

る
人
で
、
そ
の
業
種
が
京
都
信
用

保
証
協
会
の
保
証
対
象
で
あ
る
こ

と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。
融
資
の

限
度
額
と
期
間
は
、
運
転
資
金
が

四
百
万
円
で
三
年
以
内
、
設
備
資

金
が
四
百
万
円
で
五
年
以
内
で
す
。

利
率
は
笙
ハ
・
五
び
で
、
ほ
か
に

保
証
料
が
必
要
。
返
済
は
、
元
金

均
等
月
賦
で
す
。
融
資
に
は
、
信

インチキ内職こ注意を②

春の狂犬病予防注射

4月15日から各地域で実施

゜ミ・

1 ●

・ ・

狂
犬
病
は
一
度
発
病
す
る
と
助

か
る
見
込
み
が
な
く
、
犬
に
予
防

注
射
を
徹
底
す
る
こ
と
が
狂
犬
病

を
防
ぐ
唯
一
の
方
法
で
す
。

狂
犬
病
予
防
注
射
は
、
法
律
で

春
と
秋
の
年
二
回
実
施
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
生
後
三
ヵ
月

以
上
の
犬
に
は
、
必
ず
予
防
注
射

を
受
け
さ
せ
て
ぐ
だ
さ
い
。

注
射
の
料
金
は
、
年
一
回
の
登

録
料
二
千
百
円
と
注
射
手
数
料
千

三
百
円
、
注
射
済
票
三
百
六
十
円

の
合
計
三
千
七
百
六
十
円
で
す
。

（
保
健
衛
生
課
）

す
の
で
、
各
証
明
書
は
税
額
の
確

定
す
る
日
・
（
給
料
か
ら
住
民
税
が

引
か
れ
る
人
は
五
月
二
十
日
こ
ろ
、

そ
の
他
の
人
は
六
月
一
日
）
以
降

に
交
付
で
き
ま
す
。
そ
れ
ま
で
は
、

育
成
学
級
の
指
導
員

▼
資
格
・
・
・
昭
和
1
7
年
4
月
2
日

以
降
に
生
ま
れ
た
女
子
で
、
高
校

卒
業
ま
た
は
同
程
度
の
学
力
を
有

す
る
人
▼
人
数
…
若
干
名
▼
申
込

み
・
・
・
市
販
の
履
歴
書
か
添
え
て
、

4
月
8
日
ま
で
に
。
教
育
委
員
会

襲
薮
育
課
育
成
指
導
室
へ
。

宇
治
市
奨
学
生

▼
対
象
：
水
人
お
よ
び
保
護
者

が
市
内
に
引
き
続
き
ａ
年
以
上
住

ん
で
い
る
人
（
学
校
が
遠
ぐ
本
人

の
み
市
外
に
下
宿
し
て
い
る
場
合

の
技
術
を
必
要
と
す
る
上
、
製
品

の
販
売
ル
ー
ト
も
な
く
、
で
き
た

製
品
に
は
何
か
と
け
ち
を
つ
け
て

買
い
上
げ
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
例
で
は
、
Ｃ
企
画
の
関
係

者
が
詐
欺
罪
で
有
罪
と
な
り
ま
し

た
。な

お
、
こ
の
例
の
恋
型
で
、
で

き
た
製
品
は
買
い
上
げ
る
が
、
仕

上
が
り
具
合
で
ラ
ン
ク
付
を
一
方

的
に
し
て
価
格
を
切
り
下
げ
ら
れ

て
、
材
料
費
に
も
な
ら
な
い
も
の

も
あ
り
ま
す
。

（
交
通
労
政
課
）

日程表

実ｔｌｉｉｌｌ日時間 会場
4月15日休｝ 9：30～11：30広ｔ集会所以割刻ヽ，印

4月16日㈲
・9

10

13

30－50－

00―

0

1

5

3030

00

束木幡’ｊ－会所北木幡≪会所

御蔵山集会所

4月19日月）

910

1314

30～20～

00－30～

0

1

4

5

0040

1000

1

1／

／

に野公民分館了陵渠会所

ヽ（ｒ公尺館－介山ＦＳ’ｉＳ会所

4月2Ｏ0（＊）9
13
30－1100～143040城南荘集ａ叫開公民分館

4月21日南

ｑ

01

34

30～10：0020－11：00

20～11：4000～14：00

20－ｌｒ．：10

志汁川公会堂跡農協横島支所前

東川川公民分館紫ヶ丘公尺分館

砂田Ｋｉ会所

4月22日團
910

13

30－40～

00－

0

1

4

2030

00

絲ヶＩＳｕｓｉｆ所伊勢川北9ｓ会所

西小ｉｒ集会所

4月23日ｍ
913

13

30－00～

50～

1

3

5

3030

10

木幡公民’／＞≪ｉｔｒｆｉ氷幡唱公所

南部柚角渠会所

4月26日（月）
910

13

30～45～

00－

0

1

4

303Ｕ

40

岨道公尺分館明μ．災会叫

束宇治中■ｒ－ｔｉ：

4月27日輿

99

1013

14

20～950－10

30～100－14

30－15

4005

30ｎｏ

40

咋法災会所自川公民分館

農協大久似支所前Ｈ．椋公会や：

宇治保健所

4月28日南 1（：00～16：00炭山・笠収・二尾・池嵯

五
土
〈
年
度
の
各
種
証
明
書
聖
父

付
し
ま
す
。

な
お
、
申
告
書
や
給
与
支
払
報

告
書
の
受
理
を
証
明
す
る
も
の
は

交
付
し
て
い
ま
せ
ん
。
吊
民
税
課
）

も
含
む
）
。
学
資
の
支
出
が
困
難

な
内
他
の
奨
｛
ぶ
な
ど
を
受
け

て
な
い
人
▼
人
員
と
貸
付
月
額
・
：

｝
寝
生
は
1
4
人
で
公
立
四
千
五
百

円
、
私
立
八
千
円
。
高
専
生
は
2

人
で
五
千
円
。
大
学
生
は
1
3
人
で

国
・
公
立
八
千
円
。
私
立
一
万
一

千
円
▼
申
込
み
・
・
・
福
祉
課
に
あ
る

願
書
に
学
校
長
の
推
せ
ん
調
書
と

成
績
証
明
書
、
在
学
証
明
書
夕
添

え
て
、
4
月
3
0
日
ま
で
に
福
祉
課

へ
。
（
福
祉
課
）

ふ
る
さ
と
農
園
の
補
充

▼
期
間
…
四
万
月
3
1
日
ま
で

▼
と
こ
ろ
・
・
・
槙
島
町
落
合
の
ふ
る

さ
と
ａ
園
▼
広
さ
・
・
・
1
区
画
1
3
・

5
平
方
μ
で
若
干
の
区
画
▼
入
園

料
・
：
年
間
八
千
円
▼
対
象
・
：
市
民

と
市
内
勤
務
の
人
▼
申
込
み
…
は

が
き
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
記
入
し
（
市
外
の
人
は
勤
務
先

の
所
在
地
と
名
称
も
）
、
〒
6
1
2
宇

治
琵
琶
三
三
の
市
役
所
農
林
茶
業

課
へ
。
応
募
多
数
の
時
は
抽
選
。

（
農
林
茶
業
課
）

◇

固
定
資
産
税
の
納
期
変
更

地
方
税
法
の
改
正
に
よ
っ
て
、

市
で
も
固
定
資
産
税
の
負
担
調
整

率
忿
収
正
す
る
予
定
で
す
。
こ
の

た
め
、
昭
和
五
十
七
年
度
の
固
定

資
産
税
・
都
市
計
国
税
は
、
第
一

期
分
の
納
期
を
五
月
十
日
か
ら
三

十
一
日
ま
で
に
変
史
し
ま
し
た
。

（
資
産
税
課
）

内
職
の
和
裁
講
習
会

▼
ル
首
・
：
4
月
7
日
か
ら
5
8
年

3
月
3
1
日
ま
で
の
毎
週
水
曜
日
、

午
前
1
0
時
か
ら
午
後
3
時
▼
と
こ

ろ
…
木
幡
中
南
隣
の
宇
治
市
内
職

セ
ン
タ
ー
▼
対
象
・
・
・
将
来
和
裁
の

内
職
し
、
一
年
間
続
け
て
受
講
で

き
る
人
▼
人
員
・
：
1
0
人
で
、
多
数

の
時
は
抽
選
▼
申
込
み
・
・
・
4
月
2

日
午
前
9
時
か
ら
午
後
3
時
ま
で
、

内
職
セ
ン
タ
ー
で
。
く
わ
し
い
こ

と
は
直
接
内
職
セ
ン
タ
ー
へ
。
電

話
は
ご
遠
唐
く
だ
さ
い
。

（
社
会
課
）

◇

市
長
杯
争
奪
弓
道
大
会

▼
4
…
4
月
2
5
昌
午
前
9

時
か
ら
午
後
4
時
ま
で
▼
と
こ
ろ

・
：
黄
槃
自
衛
隊
の
弓
道
場
▼
競
技

・
・
・
近
的
と
遠
的
の
立
射
8
射
で
、

女
子
の
部
と
男
子
初
級
の
上
級
の

部
▼
資
格
…
市
民
と
市
内
に
勤
務

す
る
人
▼
参
加
料
・
：
申
込
み
時
に

社
会
人
四
百
円
、
学
生
・
生
徒
二

百
円
▼
申
込
み
…
書
面
に
住
所
、

氏
名
、
性
別
、
段
位
、
社
会
人
か

学
生
の
区
別
を
記
入
し
、
4
月
1
0

日
ま
で
に
黄
柴
公
園
の
体
育
笥
ｙ

事
務
局
か
、
弓
道
協
会
の
河
野
弥

一
さ
ん
（
小
倉
町
蓮
池

1
0
9
1
1
5
）

へ
。
（
襲
殺
育
課
）

市
民
テ
ニ
ス
教
室

▼
と
き
…
4
月
1
0
日
出
、
Ｈ
日

間
、
1
7
日
出
、
1
8
日
面
で
、
土
曜

日
が
午
後
1
時
か
ら
4
時
、
日
曜

日
が
午
前
9
時
か
ら
正
午
▼
と
こ

ろ
・
：
黄
聚
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
ｙ

資
格
＝
・
市
民
▼
参
加
料
・
・
・
申
込
み

時
に
二
千
五
百
円
▼
申
込
み
・
・
・
テ

ニ
ス
協
会
の
広
瀬
さ
ん
（
小
倉
町

老
の
木
2
0
－
6
）
へ
。

（
社
会
教
育
課
）

硬
式
庭
球
選
手
権
大
会

▼
と
き
…
5
月
2
日
㈲
、
5
日

閥
、
9
日
間
、
1
6
日
面
の
午
前
9
時

か
ら
▼
と
こ
ろ
…
黄
梨
公
園
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
、
黄
呈
只
大
研
究
所
コ

ー
ト
▼
種
目
・
：
男
子
、
女
子
と
も

シ
ン
グ
ル
ス
と
ダ
ブ
ル
ス
▼
使
用

球
…
ダ
ン
ロ
″
プ
フ
ォ
ー
ト
（
イ

エ
ロ
ー
）
▼
参
加
料
・
：
申
込
み
時

に
各
種
目
と
も
二
千
円
▼
申
込
み

・
：
4
月
1
5
日
ま
で
に
テ
ニ
ス
協
会

事
務
局
（
ヒ
ロ
セ
ス
ポ
ー
ツ
内
、

小
倉
町
老
の
木
2
0
－
6
、
容
⑩
3

8
7
3
）
へ
。

（
社
会
教
育
課
）

市
民
ジ
ョ
ギ
ン
グ
教
室

▼
と
き
…
4
月
4
日
面
午
前
8

時
か
ら
9
時
ま
で
▼
と
こ
ろ
・
：
山

城
総
合
運
動
公
園
太
陽
が
丘
入
口

付
近
▼
対
象
…
市
民
な
ら
ば
年
齢
、

性
別
は
不
問
▼
そ
の
他
…
参
加
は

無
料
で
、
運
動
で
き
る
服
装
で
現

地
集
合
。
雨
天
は
中
止
。

（
社
会
教
育
課
）

第
8
回
ジ
ュ
ニ
ア
教
室

▼
と
き
・
：
4
月
1
7
日
由
午
後
2

時
か
ら
4
時
ま
で
▼
と
こ
ろ
・
・
・
小

倉
公
民
館
▼
内
容
・
：
宇
治
市
歴
史

資
料
室
の
若
原
英
弐
さ
ん
の
「
宇

治
茶
の
邑
▼
申
込
み
・
：
電
話
か

は
が
き
で
小
倉
公
民
館
（
〒
Ⅲ
小

倉
町
寺
内
9
1
、
⑩
4
6
8
7
）
へ
。

（
小
倉
公
民
館
）

宇治川の千年の歴史と文化

読書クラブ協の学習会

移
動
図
書
館

読
書
ク
ラ
ブ
協
議
会
で
は
、
「
我
が

ま
ち
宇
治
・
宇
治
川
と
共
に
」
と
い
う

統
一
テ
ー
マ
で
学
習
会
を
開
き
康
ｙ
。

こ
れ
は
宇
治
川
中
心
に
千
年
の
歴
史
と

文
化
を
探
る
も
の
で
、
来
年
三
月
ま
で

二
十
回
連
続
で
開
か
れ
ま
す
。

四
月
は
「
日
本
歴
史
の
中
の
宇
治
川
」

と
「
宇
治
川
の
み
な
も
と
」
と
い
う
テ

ー
マ
で
学
び
ま
す
。

▽
と
き
・
・
・
4
丹
は
1
5
日
俐
と
2
8
日
困

で
、
毎
回
午
前
1
0
時
か
ら
正
午
ま
で
▽

と
こ
ろ
・
：
市
民
会
館
大
会
議
室
▽
講
師

…
郷
土
史
研
究
家
の
若
原
英
ぺ
さ
ん
▽

費
用
・
・
・
無
料
で
す
が
、
資
料
の
実
費
が

必
要
▽
申
込
み
…
往
復
は
が
き
に
住
所

、
氏
名
、
電
話
番
号
を
書
き
、
4
月
7

日
ま
で
に
市
民
図
書
室
（
〒
Ⅲ
宇
治
里

尻
7
1
－
9
、
⑤
4
0
4
9
）
へ
。
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園
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り
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刎

Ｉｆ＊

氏

宅

前一

Ｗ－一差

路

ユー－

チカ

杜宅

横

紫ヶ

丘公

民分

館前

■Ｉ－：

Ｗ

小

学

校

西人

久保

小■？

咬

目．椋

公会

’収前

緑ヶ

原Ｉ茫

咲公

Ｉ司

巾

小

介

小

ｌ｀●／．な

咬

北小

介小

学校

木ｉ随

公民

館前

岡Ｍ

小学

校

梅斑

タノぐ

コ店

的

川吼

保育

園｜．

ル

御蔵

山小

乍校

六地

蔵公

会涼：

前

駐

車

場

所

〈
市
民
図
書
室
の
休
室
日
〉

4
月
は
毎
週
月
曜
日
と
2
9
日
脚
、
3
0
日
廊
で
す
。
ま
た
室
内

改
装
と
整
理
の
た
め
、
8
日
俐
か
ら
1
9
日
㈲
ま
で
臨
時
休
室
。

市
民
図
書
室
（
き
⑤
4
0
4
9
）
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大
久
保
町
旦
椋

辻
井
照
枝
ち
ゃ
ん

今
回
は
、
。
イ
ン
チ
キ
内
9

の
具
体
的
な
被
害
例
か
あ
げ
て
み

ま
し
ょ
う
。

◇

宣
但

用
に
手
袋
編
機
を
買
っ
た
が
、

説
明
ど
お
り
の
性
能
が
な
い

た
め
、
約
束
さ
れ
た
収
入
が

得
ら
れ
な
か
っ
た
例
。

Ａ
Ｊ
｛
ん
は
、
「
一
台
で
月
九
万

円
の
収
入
を
保
証
す
る
」
と
い
う

Ｂ
社
の
広
告
を
信
じ
、
高
価
な

機
械
を
買
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

こ
の
機
械
は
Ｉ
ヵ
月
フ
ル
稼
働
し

て
も
月
三
万
円
程
度
の
収
入
に
し

か
な
ら
チ
、
機
械
代
金
の
返
済
す

照枝ちゃんは元気な女の子。お

母さんにとっては、ちょっどお

てんば。に見えるとのこと。

この欄に掲載するお子さん（5Ｂ

年4月生まれ）を募集しています。

文書広報課へご連絡ください。

ら
困
難
で
し
た
。

Ｂ
社
の
業
務
内
容
は
軍
手
や
軍

足
の
製
造
販
売
と
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
本
当
の
ね
ら
い
は
、
内
職

5
募
者
に
編
機
会
万
力
‐
‐
の
販

売
価
格
の
二
倍
以
上
で
売
る
こ
と

に
あ
っ
た
ぷ
っ
で
す
。
し
か
も
Ｂ

社
の
経
営
は
、
製
品
を
内
職
者
か

ら
買
い
ト
ぽ
た
価
格
よ
り
も
安
い

価
格
で
卸
す
ぷ
？
夕
販
売
で

あ
り
、
利
益
の
方
は
編
機
の
販
売

で
得
る
も
の
で
し
た
。
そ
し
て
、

編
機
販
売
の
行
真
一
冒
に
と
も
な

っ
て
赤
字
が
急
増
し
、
倒
産
。
貴

任
者
は
、
多
額
の
工
貫
を
支
払
わ

ず
逃
げ
た
の
で
し
た
。

結
局
、
こ
の
例
で
は
、
Ｂ
社
と

そ
の
責
任
者
が
家
内
労
働
法
違
反

｛
保
証
協
会
の
保
証
を
二
け
て
い
に
だ
き
、
さ
ら
に
一
人
以
上
の
保
犀
入
が
必
要
で
す
。
ま
た
担
保
の
服
座
場
合
も
あ
り
毒
司
そ
の
他
取
扱
金
融
機
関
な
ｙ
に
て
Ｐ
し
い
こ
と
は
、
市
役
所
商
工
観
几
課
か
商
工
会
議
所
（
⑩
3
1
0
上
）
へ
。
（
商
工
観
光
課
）

課
税
証
明
な
ど
5
月
2
0
日
6
月
1
日
か
ら
受
付

融
資
や
扶
養
認
定
な
ど
を
受
け

る
と
き
、
住
民
税
決
定
証
明
書
や

課
税
証
明
書
、
所
得
証
明
書
な
ど

が
必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
五
十
七
年
度
の
こ
れ
ら
の

証
明
書
は
、
税
額
の
確
定
ま
で
交

付
す
る
こ
と
が
で
μ
ま
せ
ん
。

現
在
、
資
料
か
結
理
し
て
い
ま

の
疑
い
で
書
類
送
検
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
仕
事
は
か
な
り

自
Ｉ
自
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
Ｊ

高
額
の
内
職
に
な
る
と
い

ラ
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
、

主
婦
か
ら
内
職
講
習
料
を

だ
ま
し
と
っ
て
い
た
例
。

｀
ｌ
―
―
Ｉ
Ｉ
Ｉ
－
－
1
1
1
1
1
1
1
1

Ｃ
企
画
は
、
は
く
飾
画
（
ガ
ラ

ス
板
に
金
ぱ
ぐ
や
銀
ぱ
ぐ
を
張
り
、

そ
の
上
に
絵
の
具
や
エ
ネ
メ
ル
を

塗
っ
て
か
ら
、
削
り
取
っ
た
絵
）

の
講
習
会
を
各
地
で
開
き
、
「
は

く
飾
田
の
内
職
は
誰
に
も
で
も
簡

単
に
で
き
、
一
日
で
二
、
三
千
円

の
副
収
入
に
な
る
。
製
品
は
全
部

買
い
上
げ
る
」
と
説
明
。
集
ま
っ

た
主
婦
ら
か
ら
一
二
万
九
千
八
百
円

の
講
習
料
を
と
り
ま
し
た
。

中
小
小
企
業
の
融
資
制
度

そ
よ
か
ぜ
号
巡
回
日
程
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17山
●結婚相談（市民会館13時～15時）

18⑧

19㈲
乳児相談（小倉公民館9時半～11時）

20㈹
●心配ごと相談（社会福祉協議会13時～15時）

21困
精神薄弱者相談（市民会館13時～16時）

22困
●法律相談（市民会館13時半～15時半）乳児相談（広野公民分館9時半～11時）

幼児相談（保健医療センター13時半～14時半）

23倒
血圧相談（城南荘集会所9時半～11時）

24出
●結婚相談（市民会館13時～15時）

25⑧
社会福祉協議会の相談

Ｉ人で悩まず、お気軽にご相談
を。（社会福祉協議会＝宇治橋通

り市役所分庁舎内・き（8）5650）

●心配ごと相談（民生児童委貝）

よろず相談全般。
●法律相談（弁護士）
法律問題全般。

●結婚相談（専任相談貝）
登録・紹介。

●高齢者無料職業相談（京都府社
協・相談所貝）

高齢者の求人・求職など。
●年金相談（社会保険労務士）
年金全般。

26｛月）

27図

●心配ごと相談（社会福祉

協議会13時～15時）移動市民相談（西山集会

所13時半～16時）・

28團
消費生活相談（市役所10

時～15時）

29Ｒ

30｛ｉ
血圧相談（ｎ＼東集会所

9時半～11時）

5月1出

2⑨

もえないゴミ収集日程表　市役
所清掃課　ＴＥＬ223141番

し尿収集日程表 城南衛生管理組合

八幡市八幡沢ＴＥＬ075－631－5171～3

六地蔵・木幡・五ヶ庄・菟道・炭山地域

4／121芝ノ東（府道以東）、広岡谷、南山（Ａ）、中村（さつきヶ丘）
222南山（Ｂ）、金草原
323南山畑、北山畑、大瀬戸（国鉄以東）、中村（国鉄以東）、東中（国鉄以東）、北畠一部
524北畠．桧尾、平尾、須留
花揃、赤塚、陣之内（国鉄以東）、御園、御蔵山、畑山田、北御園、正中（国鉄以東）626町並一部

727北御蔵山（平尾）、中御蔵山、町並、奈良町、畑町、炭山全域

正中（国鉄以西）、西中一部、東中（国鉄以西）、陣之内（国鉄以西）、河原、徳永、柿ノ木町828一丁目、札ノ辻町、紺屋町

930内畑、西中．中村（国鉄以西）、大瀬戸（国鉄以西）、壇ノ東、西浦、熊小路、南端（国鉄以西）
105／1大林．梅林、芝ノ東（国鉄以西）、西浦一部
13寺界ｉｉ．古川、西田、北ノ庄、野添．谷前、西浦一部、梅林官有地，
14西浦一部、新開、平野府営住宅、折坂一部
15福角（国鉄以西）．日皆田、岡本、上村、大八木島
16車田一部、平町、一里塚、戸ノ内ｍｍ飛地）
17車田、丸山、出口（国鉄以西）、森本（国鉄以西）．谷下り（国鉄以西）
19福角（国鉄以東）、折坂（国鉄以東）、平野、一番割、二番割、三番割一部
20西浦（国鉄以東），三番割、芝ノ東（府道両側）、南端（国鉄以東）

白川・志津川・菟道・宇治・神明・広野町・開町・大久保町地域

北ノ山．山ノ内、上ノ山、大竹、茶屋裏、久保、南ノロー郎、西裏、寺山（国鉄以西）、4／121寺山（ｍ光園団地）

222寺山大開一部、宮谷、尖山一部、丸山、一里山（府道以南、市道以東）、中島、石塚（心華寺通り以西）

323東裏、－里山．桐生谷．開町、石塚（心華寺通以東）、宮北一部
524小根尾、大開一部、尖山一部、宮東、宮西、宮北
2野神ヽ大谷ヽ弐番（府道以南）ヽ大谷山（権見町）．琵琶ヽ若ｍ（国鉄以南）ヽ矢落（国鉄以南）66壱番一部（宇治橋通り以北、宇治警察西側通り以西）

127下居、善法．壱番、妙楽、宇文字、里尻（国鉄以南）、塔川
蓮華、乙方．東内、又振、山田、紅斎、白川、金井戸、山本、荒棋、田中、大垣内、妙見、828志津川

森本（国鉄以東）、段ノ上、藪里、東西隼上り、東中、西中、河原、門前、只川、中筋、930池山、谷下り（国鉄以東）、出口（国鉄以東）

20田原、井ノ尻、日椋、平盛、ｍノ［］

ゴミ減量に

ご協力ください

●・ゴミの水切りを完全に。

Ｓ・・燃えるゴミの中にガラスや空カ

ンを入れないでください。

●・新聞や雑誌類はゴミとして出さ

ずに、町内会などでまとめて古

紙回収へ。 （清掃課）

し尿収集の届出を！！

家族や同居人に増減があったり転出転居、浄化槽設置等でし尿収集届出に異動があったときは、市役所清掃課へ届出てください。（城南衛生管理組合）

小倉町1伊勢田町・横島町停丿台・羽拍子町地域

4／121中山（近鉄以西）．毛語、若林
222羽拍子
323蛇塚、弐番（府道以北）、池森．米阪

北山Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ団地、中央台、酉山（国道以西）、524神楽田（山中含む）

6Ｓ戸ノ内、矢落（国鉄以北）、若森（国鉄以北）、里尻（国鉄以北）、小桜
727東目川．酉目川、ｍ落合（0～3の通りまで）
8Ｓ南落合（4の通り以降～13の通りまで）
930南浦（100～110．84～98、30～33）、大只団地、山際一部
105／1南浦、西浦一部、神楽田一部（近鉄以酉）
125／4山際、半ａ．薗場㈹｜ほ線以北）、大幡．北内、門口、幡貫、郡、石叱大丿得線以東Ｉ

13老ノ木、久保、西山（国道以東）．蓮池

東山、天土、寺内一部、蔭山、吹前、中川原（大川原線以東）．14十－（大川原線以東、国道以東）、十六（国道以東）、十八（国道以東）

15寺内、西浦
16南堀池（本通以北）、南堀池（本ｉｓａ．南）
17南堀池（大和、田中）、堀池

南遊田、遊旧、砂田、南山、ウトロ、毛語一部、中ノ荒、井尻．19中ノ田、名木浮面、安田町全域

中山（近鉄以東）、大谷、西畑、中畑、春日森、一ノ坪、屁前、20大町、大川原、中川原（大川原綿以西）

す
み
よ
い
環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
（
宇
治
市

民
憲
章
か
ら
）

相
談
カ
レ
ン
ダ

ー

4
月
分

相談ごあんない
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